
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南区の子育て支援関係者向け情報紙  第 50 号  

に こ で    ～ 和 手 ～
2024 年冬号   南区地域子育て支援拠点はぐはぐの樹  発行  

2012年 7月「にこで 1号」を発行してから 12年余り、なんとか 50号までたどり着きました。“にこで(和

手)”は、「やわらかい手」という意味の古語です。乳幼児親子を温かく見守り支える地域・関係機関の皆さん

をイメージして名付けました。少しでも皆さんの活動に役立つ紙面になるよう気持ちを新たにがんばります。 

南区に新しい「親と子のつどいの広場」が誕生！ 

さくらザウルス中里ひろば 
港南区との区境近く、鎌倉街道沿いに新たに「さくらザウルス 

中里ひろば」が OPEN しました！気軽にお立ち寄りください。 

 
所在地：南区中里 1-12-12  Stellato 1 階 A 号室 

電 話：045-315-6578 

開館日時：月曜～金曜 10 時～16時 土・日不定期開館 

     (祝日・お盆・年末年始・他に休館日あり) 

利用対象：未就学のお子さんとその保護者  

マタニティの方とその家族 

利用料：無料 (一部プログラムは有料の場合あり) 

交 通：地下鉄弘明寺駅徒歩 10分 上大岡駅徒歩 11 分 

ランチタイム：12 時～13 時 

南区地域子育て支援拠点はぐはぐの樹 ２０２4年度 子育て講演会 

自分らしくカラフルに生きる 
  ～筋ジスと子育てと家族～ 

 

３月１日（土）10：00～11：30 

大岡地区センター3階レクホール 
                        (南区大岡 1-14-1) 

申込み：1月 15日（水）9時 30分～ 

はぐはぐの樹ホームページから 

または電話（045-720-3655）にて 

対 象：子育て支援関係者、テーマに関心のある方  

先着 100名 （お子さんと一緒に参加できます） 

講師プロフィール 

シンガーソングライター・社会活動家。進行性難病を抱え 

車いすに乗り全国・海外で歌、講演、モデル、司会、メディア出演など、あらゆ 

る活動を行う。外資系 IT企業OL、主婦の顔も持つ。2023年に出産し、一 

児の母となる。著書「10年前の君へ  筋ジストロフィーと生きる（百年書房）」 

 

 

 

 

講師 

小澤 綾子さん 

黄緑とピンクに

縁どられたこの

看板が目印。 

道路から見ても

目を引きます。 

玄関前には駐輪

場も完備！ 

白で統一された

室内は、コンパ

クトながら、す

っきりと明るい

印象です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「にこで～和手～」第 50 号 
【発行】南区地域子育て支援拠点はぐはぐの樹 

(サポートルーム)  

〒232-0056 南区通町 4-115 アイルイン弘明寺２階  

TEL：045-720-3655 FAX：045-715-3815  

MAIL：info@haghagnoki.jp  

ご存知ですか？お役立ち情報満載！ 

公益財団法人かながわ国際交流財団 

外国人住民のための子育て支援サイト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かながわ外国人住民 子育て支援フォーラム 

テーマ「外国につながる乳幼児が増える自治体での 
保育園の受け入れを考える」 

日時：2月 28日(金)13:30～16:00 
オンライン開催（Zoom）無料 

対象：自治体職員・保育園幼稚園関係者・地域の子育て支援者 
内容・定員：前半(定員 100名)講演＆事例発表 

後半(定員 50名)：グループディスカッション 
申込み：上記 QRから申込フォームへ 締切２/17(月)17:00 

12 月 3 日(火)「子育てパートナーの出張相談」で伺っ

た「交流サロン カーネーション」をご紹介します。 

コミュニティハウス 2階の部屋をつなげた広い会場内 

には乗り物の遊具がたくさんあり、プラレール用の 3 畳

ほどのスペースは電車好きのお子さんが来所してすぐに遊び始めるなど人気です。また、お茶の時間にな

るとスタッフさんたちがお子さんの見守りをしてくれるので、お母さんたちはテーブルに座ってゆっくり

とおしゃべりを楽しむことができ、サロンの魅力の一つに 

なっています。 

この日は 10組の親子が参加しており、地域作業所の方 

が来てサンタクロースの衣装で子どもたちにクッキーのプ 

レゼントを渡してくれました。最後にスタッフさんが手品 

を披露して、とても盛り上がっていました。 

カーネーションは異世代サロンなので同じ空間に高齢 

者の方もいらして、親子が遊ぶ様子を少し離れたところか 

ら見守りながら、スタッフさんとお話されていました。地 

域の中の多様な人同士が自然に交流できる場があることが 

温かな地域を作っていくのだなぁと実感しました。 

子育てパートナーの南区の子育て支援活動紹介 

交流サロン 

カーネーション 
 

交流サロン カーネーション 

日時：第 1火曜日 10時～12 時 
会場：六ツ川一丁目コミュニティハウス 
対象：0 歳～3 歳児と保護者、高齢者 

会費：100 円 

食品による子どもの窒息を 

防止しましょう！ 

 12月 20日、独立行政法人 国民生活センター

より、球形の個装チーズによる子どもの窒息事故

に関する注意喚起の呼びかけがありました。 

 球形の個装チーズの他、飴・パン類・豆類・グ

ミなども窒息につながりやすい食品です。小さく

切ったりつぶしたり、過熱して形状を変えて与

え、飲み込むのを確認しましょう。近年の事故情

報・具体的な防止対策などが詳細に書かれた報告

書が国民生活センターのホームページ↓↓↓で 

公表されています。 

どの家庭でも起こり得ること 

です。皆さんの支援場所でも保 

護者への周知をお願いします！ 

支援者向けに左記の

ような資料がダウン

ロードできる他、当

事者向けにもマンガ

や動画などで様々な

情報が紹介されてい

ます。 


